




























教育機関の「内なる国際化」（Internationalization at Home, IaH）が1999年に提唱され、賛同が急速







ないという点である（e.g., Beelen & Jones, 2015; Leask, 2016; Teekens, 2000）。相当数の留学生が在
籍していても、ほとんどあるいは全く接触がないという国内学生は、ドイツでは６割を超え（Otten, 








































果量が中程度だったのに対し、日本人学生の効果量は大きかった（それぞれη2＝ .34; η2＝ .35）。西
岡・八島（2018）はこの結果を、人種・民族間の偏見低減を理論化した「接触仮説」（Allport, 1954; 
Pettigrew and Tropp, 2006）が提示する最適条件（制度的支援、集団間の対等な地位、相互知悉性、
共通目標による協同作業）に整合的なものとして解釈している。なお、国際共修授業の意義につい



















































































































































































































ついて行った（Table. 2. およびFigure. 1. ）。
また、各質問項目の事前・事後による回答の変
化についても、対応のあるｔ検定を行って分
析した。分析には統計ソフト R 3.5.1（R Core 




の交互作用が有意（F （1, 16）＝6.69, p ＝ .019, 







ｎ Ｍ Ｍ 95％ CI SD
事 前 女 10 3.99 ［3.52, 4.47］ 0.66
男 8 3.24 ［2.95, 3.53］ 0.34
計 18 3.65 ［3.33, 3.98］ 0.65
事 後 女 10 4.36 ［3.88, 4.84］ 0.67
男 8 4.10 ［3.66, 4.54］ 0.53
計 18 4.24 ［3.94, 4.54］ 0.60
「日本文化・習慣の手引き」
ｎ Ｍ Ｍ 95％ CI SD
事 前 女 10 3.38 ［2.83, 3.92］ 0.76
男 8 3.19 ［2.45, 3.94］ 0.89
計 18 3.29 ［2.89, 3.69］ 0.79
事 後 女 10 3.91 ［3.42, 4.40］ 0.69
男 8 4.10 ［3.62, 4.58］ 0.57
計 18 3.99 ［3.68, 4.30］ 0.62
「異文化への共感的理解」
ｎ Ｍ Ｍ 95％ CI SD
事 前 女 10 4.63 ［4.21, 5.06］ 0.59
男 8 4.25 ［3.83, 4.67］ 0.50
計 18 4.46 ［4.17, 4.74］ 0.57
事 後 女 10 4.80 ［4.38, 5.22］ 0.59
男 8 4.46 ［4.18, 4.73］ 0.33
計 18 4.64 ［4.39, 4.90］ 0.50
渡　邊　知　釈・大　和　啓　子
た。単純主効果の検定を行ったところ、事前測定時点では女性のスコアが男性より有意に高かったが
（F （1, 16）＝2.50, p ＝ .010, η2 ＝ .34, η G
2＝ .34）、事後測定時点では性別による有意差は見られな
かった（F （1, 16）＝0.79, p ＝ .386, η2 ＝ .04, η G
2＝ .04）。一方、測定時点については男女とも事前
より事後においてスコアが有意に高かったが、その効果量については男性が極めて大きかった（女、
F （1, 9）＝20.66, p ＝ .001, η2＝ .07, η G
2＝ .07; 男、F （1, 7）＝21.08, p ＝ .002, η2＝ .51, η G
2＝ .51）。
　「日本文化・習慣の手引き」については、性別の主効果に有意な差は見られなかったが（F （1, 16）
＝0.00, p ＝ .099, η2＝ .00, η G
2＝ .00）、測定時期には有意な主効果が見られた（F （1, 16）＝12.93, 
p ＝ .002, η2＝ .20, η G
2＝ .20）。交互作用はなく（F （1, 16）＝0.85, p ＝ .368, η2＝ .01, η G
2＝ .01）、
男女ともに事前より事後測定時点の得点が有意に高かった。
　「異文化への共感的理解」については、性別の主効果が有意傾向であったが（F （1, 16）＝3.71, p
＝ .071, η2＝ .11、 ηＧ
2＝ .11）、交互作用はなく、測定時期に有意差は見られなかった（交互作用、F （1, 
16）＝0.01, p ＝ .899, η2＝ .00, η G






















































１．外国人同士の仲間やグループに親しく話しかける 2.11 2.72 0.61 1.91* 0.55 **
４．かたことの言葉でも粘り強くコミュニケーションをす
る
4.33 4.72 0.38 1.17 0.42 *
６．話のきっかけをみつける 4.72 5.11 0.38 0.86 0.39 *
７．自分のいいたいことを落ち着いて伝えることができる 3.38 4.05 0.66 2.03* 0.63 **
10．言いたいことを自然な話し方で伝える 3.83 4.55 0.72 1.97* 0.69 **
11．外国人と接する機会をたくさんもつ 2.88 3.72 0.83 2.62** 0.78 **
16．自分のことを伝えたい気持ちをすすんで話す 3.66 4.00 0.33 1.45 0.32 *
17．相手との信頼関係をつくるため、時間をかけて根気よ
く付き合う
4.16 4.55 0.38 1.4 0.38 *
19．気軽に話す 3.44 4.66 1.22 3.79** 1.14 ***
20．言いたいことは丁寧に主張する 4.22 4.50 0.27 0.34 0.27 *
21．自分から心の壁を取り除いて、話しかけたりする 3.72 4.16 0.44 1.22 0.42 *


















3.50 4.11 0.61 1.00 0.52 **
５．日本の習慣として、周囲の人に従わないと浮いてしま
うことがあることをアドバイスする
2.27 3.22 0.94 2.64** 0.88 ***
８．断るときは相手を傷つけないように、はっきりと言わ
ない方が良い場合があることを教える
2.88 4.00 1.11 3.51** 1.08 ***
12．日本のマナーとして、人との約束は守らなければなら
ないことを教える
4.50 5.05 0.55 0.82 0.53 **
14．日本人が言葉ではっきり言わないときは、表情などを
よく見て日本人の気持ちを判断することを教える
3.72 4.00 0.27 0.22 0.27 *
15．日本語の「断り方の表現」には、たくさんのバリエー
ションがあることを教える
3.94 4.44 0.50 1.22 0.48 *
23．「遠慮」することは、相手への思いやりや配慮である
ことを教える
3.50 4.16 0.66 2.14* 0.66 **
25．自己主張を控えた方が良い場合があることをアドバイ
スする













4.22 4.55 0.33 0.48 0.29 *
13．日本社会の習慣やマナーなど、日常的なことから日本
の文化について話す
4.11 4.44 0.33 0.02 0.31 *
18．日本の生活に慣れていないようだったら、近所を案内
したり買い物などに付き合ったりする
4.27 4.66 0.38 0.92 0.37 *
22．日本の文化を再確認するために、相手の文化や習慣に
ついて積極的に知識を得ようとする
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Effects of Intercultural Interaction on Home Students in a University Course： 
An Analysis Based on Multicultural Competence Inventory
WATANABE Tomoseki, YAMATO Akiko
University multicultural classes, in which home and international students engage themselves in 
meaningful interaction, are attracting attention as part of attempts at internationalization of higher 
education. We designed and taught a general education course for first-year Japanese university 
students which incorporated in its syllabus regular guest participation by international exchange 
students who are studying intermediate Japanese at the university. We used “Multicultural 
Competence Inventory” （Inagaki, 2013） to measure Japanese students' intercultural competence at 
the beginning and end of the semester. The results showed significant increases in subscale scores, 
especially those of male students. Along with an analysis of comments by Japanese participants, 
we discuss possibilities and limitations of international integrated courses at universities．
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